
. 

設
牧
す
。

【

輪

文

書

】

【
七
尾
町
僻
書
】

一

二

O
O

町
の
ひ
も
の
や
之
内
、
上
手
を
一
人
申
付
可
ν
上
候
。
来
八
日
=
京

へ
の
ぼ
せ
、
さ
か
友
の
た
ぐ
ひ
を
さ
せ
可
ν

申
候
。

此
方
の
ひ
も
の

や
を
も
一
人
あ
ひ
そ
へ
の
ぼ
せ
可
ν

申
候
。
同
心
に
上
候
は
ね
ば
わ

戸
金
深
}

ろ
〈
候
間
.
必
七
日
=
此
地
迄
着
候
様
ニ
申
付
可
ν
上
候
。
叉
二
日

(
腕
学
力
}

申
遺
候
い
た
早
k

可
v
上
候
。
是
も
上
へ
遺
周
一
二
ナ
可
ν
有
=
由
断
一
候
。

謹一言。
戸

年

不

詳

}

戸

前

回

〕

十

一

月

四

日

利

家

在

印

今

井

彦

右

股

(
第
二
週
は
之
を
ム
口
叙
す
。
〉

-

O

 

木
村
作
右
術
門
尉
・今
村
藤
二
郎
・民

柄

助

郎

・
中
川
三
四
郎
.
此

四
人
今
度
於
=伏
見
『
御
普
請
無
沙
汰
仕
一
三
付
て
、
放
=
扶
持
一
候
僚
、
彼

知
行
方
悉
一

H
一相
抑
-
候
。
然
上
百
姓
以
下

一
人
も
於
=出
入
仕
-者
.

可
VAR-曲
事
-
候
。
同
畠
不
ν
荒
様

ニ
竪
可
-
-
申
欄
一
者
也
。

す

入

総

年

つ
め
候
て
有
一
挙

ニ
候。

此
か
わ
り
之
儀
.
能
州
よ

り
申
付
の
ぼ
せ

可
ν
申
候
。
京
都
よ
り
右
之
分
候
問
、
早
K

申
付
、
い
そ
ぎ
の
ぼ
せ

可
ν
申
候
者
也
。

文
総
参
年

三
月
廿
五
日

(
記
底

)E
i・・

日
川
口
町
奉
行

七
月
十
九
日
。
前
田
利
家
、
鳳
至
郡
大
津
村
の
内
記
に
、

肥
前
名
護
屋
に
運
漕
し
に
る
米
の
勘
定
肢
を
興
ふ
D

【
筒

井

文

省

〕

鳳
至
郡

ニ
一

O

文
藤
威
年
た
ど
や
へ
越
米
之
内
か
ん
米
之
事

ヨビs 此拾
l但内六

総|五 拾石
I .;.1: 石京

一II'Cノ、 -'1・
年|笠:菰七
I 11・ ニ チl'

づ て五
!.. 1島令
のりノ
か分る
んり
也

文

大ミー秘
チl二(中川〔ハ
久嘉藤重月三
兵乞兵~-I-

街街五
i投 h投日

下

代

別

へ
。

(
前
悶
安
勝
)

五
郎
兵
衛在宙

開
利
家

印)
在
印

ハ
石
武
斗
七
升
五
A
口

有

米

利
分
〈

2
へ
て

合
九
石
四
斗

一
升
試
合

此
金
笠
岡

一
文
め
九
ふ
ん
七
り
ん

右
う
け
取
、
相
掛
所
也
。

御
湯
治
篤
=
御
見
迦一
早
々

御
使
被
=
参
下
一候

3

就
ν
共
我
等
へ
も
、
惟

一一
・湯
脚
三
つ
被

h
v-御
意
-
候
儀
、
御
懇
志
之
段
別
而
本
懐
不
μ

浅

(
秀
吉
d

候
。
上
椋
御
湯
相
蛍
仕
候
義
.
大
か
た
な
ら
や
候
。
可
=御
心
易
-
候
。

{
下
問
般
市
峠
)

愛
許
妙
、
下
刑
法
具
可
ν
被

-h入
-
候
保
不
ν
能
=
懇
筆
一
候
。
恐
K

謹
言
。

八
六
八

五
月
四
日
。
前
田
利
家

揺
津
有
馬
槌
泉
よ
り
、
本
願

寺
准
如
に
、
そ
の
使
者
を
一
蹴
し
物
を
贈
り
仁
る
を
謝
す
。

【
本
願
寺
文
書
】

山

城

-
o

大
ざ

2
の
内
き

七
月
。
前
田
利
家
、
金
津
本
願
寺
末
寺
に
制
札
を
興
ふ
。

【
北

徴

遺

文

】

ニ

一

O
四

禁

制

本
願
寺
末
寺

一
、
常
寺
参
下
向
之
外
、
見
物
人
い
り
と
む
事
。

一
、
普
請
道
具
竹
木
以
下
に
付
て
非
分
申
か
〈
る
事
。

一
、
寺
内
井
於
=
門
前
-
喧
嘩
口
論
狼
籍
事
。

付
、
ひ
る
ね
之
事
。

右
之
保
k
.
若
違
犯
之
族
有
ν
之
候
者
.
速
可
ν
慮
=
罪
科
一
者
也
。
伯
如
ν

止
・・。

六
周
十
五
日
。
前
田
利
家
、
木
村
作
右
衛
門
外
三
人
が

伏
見
城
築
造
の
工
事
を
悌
り
た
る
を
以
て
そ
の
知
行
を

文
株
三
年

七
月
十
九
日

御

報

(
文
総
三
年
四
月
廿
九
日
盟
臣
秀
吉
大
坂
乞
穫
し
て
有
馬
温

泉
に
赴
き
、
五
月
十
二
日
又
大
坂
に
遺
る
。
同
年
四
月
七
日

前
閃
利
家
権
中
納
言
に
任
十
。
本
文
書
は
と
の
際
の
も
の
な

る
べ
し
。
〉

戸
文
磁
三
年
d

五

月

四

日

(
本
願
寺
椛
如
〕

光

昭

JJII 
賀
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八
六
九 ち高
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